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町内会自慢 ②

貝田水雲神社

貝田町内会

８゙ ９

5 月

貝田地l区は昔から ”水”が少なく、地区住民は水の確保に大変苦

労してきました。山からの出水が少なく、祖先が水小足の解消を願

って建立したのが「貝Ⅲ水雲神社」です。神社境内にある記念碑で

わかるように、大正３年頃の大干ばっの時には特に水か不足し、８

月頃になってようやく田植えを行ったことかあるほどです。さらに、

昭和中頃に東北新幹線蔵王トン ネルの工事か始まり、一滴の水も湧

水も止まり渇水対策委員会を組織しました。地区民一一丸となって国

鉄（現ＪＲ）との交渉にあたり、10余年を費やしました。その結果。

現在では水不足に悩 まされることなく生活してい｡ます。

(町内会長　松田伝治さん談)



ＶＳ 源 頼 朝

から800 年～
ＡＪＲ東北本線沿いの防塁

奥
州
合
戦
が
行
わ
れ
た
の
は
文
治
五

年
（

一
一
八
九
）

。
国

見
町
は

”天
王
山
”
と
も
い
わ
れ
た
阿

津
賀
志
山
の

戦
い

の
舞

台
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
に
は
奥
州
藤
原
氏
が
築
い
た

阿
津
賀

志
山
防
塁
跡
が
残
り
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す

。
町
で

は
八
百
年

を
機
に
記
念
事
業
を
計
画
、
「

奥
州
合
戦
八
百
年
記

念

事
業
実

行
委
員
会
」
も
発
足
し
、
武
者
行
列
や
記
念

碑
建
立
、

記
念
誌
の
発
行
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
こ
の
防
塁
を
中
心
に
。
現
在
で
も
残
さ
れ
て
い

る
関
連
遺

構
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ阿津賈志山防塁

厚樫山の中腹から滑川の右岸に沿って、阿

武隈川の旧河辺が西根台地に接する西大枝の

石田に至る帯状の空堀遺構で、地元では二・

堀と呼ばれています．藤原黍衡が源頼朝軍を

迎撃するために築いた楯遺構で、斜線を施し

た部分に遺牌か残っており、特に森山の岡見、

大木戸の遠矢崎・赤穂．西大枝の下二取堀地

内では、檎築時の姿で原形が残されています．

戦
い
の
足
跡

今
乍
は
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）

に
阿
津
賀
志
山
を
舞
台
と
し
て
激
戦

が
く
り
広
げ
ら
れ
た
奥
州
合
戦
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
八
百
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
戦
い
は
奥
州
（
現
在
の
東
北

地
方
）
を
支
配
し
、
岩
手
県
平
泉
を

本
拠
と
し
栄
華
を
掎
・
て
い
た
藤
原

氏
を
、
令
国
平
定
を
ね
ら
う
源
頼
朝

の
串
い
る
鎌
介
軍
が
攻
め
滅
ぼ
そ
う

と
し
た
も
の
で
し
た
。

藤
原
秦
衡
は
鎌
倉
軍
を
こ
の
阿
津

賀
志
山
で
く
い
止
め
よ
う
と
、
こ
こ

に
二
重
の
空
堀
と
三
重
の
土
塁
か
ら



藤 原 泰 衡

～奥州合戦
阿津賀 志山楯 及 び閹連遺 構分布図

叫 図は 湍 励以中世城鯨跡j より転載）

▲阿津賀志山遠景

▲小坂峠

結城 しjヽ |川 朔光などか．女藤次の案内で

藤ｍ宿から藤原同衙の守備する阿津賀志鰌を

西側の|||地を人きく迂回して搦手から奇賀廴

た.Ｑ取越は．この峠,と思われます.

▲藤田宿・源宗山

文治５年８月７日から10日にかけて、藤原

国衙が率いる奥州軍の守備する阿津賀志楯を

攻撃した源頼朝の本営か呎かれた所で、源宗

山はその職闘指邦所といわれております．

な

る
、
長

さ
約
四

キ
ロ

メ
ー
ト

ル
に

お
よ

ぶ
防
塁

を
築

き
ま
し

た

が
、
．．．

日
川

に
わ

た
る
激

し

い
戦

い
の

末
、

鎌
介

市
か
防
利

し

、
藤
原

氏
は
北

へ

と
敗

走
し
て

雌
亡

へ
の
遒

を
た

ど
り

ま
し

た
．

こ

の
戦

い
に
よ

っ
て
、

奥
羽
の

地

は
頼
朝

の
支

配
ド

に
お
か

れ
鎌

介
ｇ

府
の
覇

権

か
令
国
的

に
確
立

さ
れ
ま

し

た
．

二

岷
堀

は
現
在

で
む
そ

の
姿
を

残

し
て

お
り

、
昭
和

五
十
六
年

に
阿

津

賀
志

山
防
塁

と
し

て
国
の

史
跡

に
指

定
さ

れ
ま

し
た
．



ようこそ

ブ ラジル国

農業研修生

四
月
十
日
、
ブ
ラ

ジ
ル
国
々

。Ｐ
農
業

研

修
生

九
人

が
来
町

し
ま
し

た
。
今

後
一
年

間
、

町
内
の

農
家

に
ホ

ー
ム

ス
テ
イ

し
、

農
業
を

勉
強
す

る
か

た

わ

ら
地

城
の

人
た
ち

と
交
流

し
、
国

際
親

善
を
深

め
ま
す

。

こ

れ
は
、

県
農
協
中

央
会

と
福
励

国

見
町

農
協

（
菊

地
太

三
組
合

長
）

が
タ
イ

ア

ッ
プ

し
て

企
画
し

た
も
の

で

、
今

回
訪

れ
た
研

修
生
は
宇

野
百

合

子
さ

ん
ら

日
系
二

世
。
三

助
の
独

身

女
性

九
人

。
宇

野
さ
ん
ら

は
日
本

の
農
案
技

術
を

習
得
す

る
ほ

か
、
日

本

語
研

修

。
農
繋
後
継

者
と

の
交
流

会

な

ど
に
参
加

し
ま
す

。

十
日

午
後

、
役
場
を

表
敬
訪

問
し

冨

永
町

長
ら

と
歓
談

し
、
翌

十
一
日

、

国
見
町
農
協
会
館
で
開
か
れ
た

’
ブ

ラ

ジ
ル
国
農
業
研
修
生
歓
迎
会
」
で

は
。
研
修
生
を
代
表
し
て
宇
野
さ
ん

か
『
両
親
の
故
郷
の
冂
本
に
来
る
の

を
夢
見
て
い
ま
し
た
か
。
そ
の
願

い

が
か
な
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
勉
強

し
ま
す
の
で
、
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
っ
し
ま
し

た
。
今
月
は
そ
の
様
子
を
カ
メ
ラ
ル

ポ
し
て
み
ま
し
た
。

▲冨永町長から町章の贈呈を受ける研修生

Ａ富永町長を表敬訪問した研修生

▲研修生を代表して宇野百合子さんがあいさつ

Ａ和やかに歓談

Ａ農協女子囃禺から花束贈呈 Ａ受入農家のかたがたと対面



ふるさとの文化財
6

2
村落の地名

前田郷

菊　池　利　雄
前田郷（村）要図

小
坂
村
は
近
世
初
頭
以
前
は
前
田

（
舞
田
）
郷
（
村
）
と
呼

ぱ
れ
て
い

た
・

現
在
も
東
北
自
動
車
道
国
見
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
付
近
は
、
通
称

前
田
と
呼
ぱ
れ
、
旧
羽
州
街
道
沿
い

に
上
前
田
お
よ
び
地
続
き
の
東
側
に

中
前
田
の
字
名
か
残
さ
れ
て
い
る
。

前
田
郷
の
初
見
史
料
は
、
天
文
七

年

こ

五
三
八
）
九
月
三
日
、
伊
達

稙
宗
が
領
国
内
の
郷
村
に
賦
課
し
た

段
銭
高
を
書
き
上
げ
た
『
御
段
銭
古

帳
』
に
『
伊
達
に
し
ね
、
一
、
十
貫

三
百
四
十
文
ゝ
ね
ｙ

旧
』
か
あ
り
・
当

時
前
田
郷
に
は
約
二
十
五
町
鰻

’‰

胎
ａ

酬

郷

・
の
水
田
の
存
在
ｔ

ら
れ
る
。
降
っ
て
天
文
十
一
年
（
一

五
四
二
）
よ
り
十
七
年
（
一
五
四
八
）

に
か
け
て
伊
潼
柆
宗
と
晴
宗
の
父
子

間
で
争
わ
れ
た
天
文
の
乱
に
お
い
て

は
、
こ
の
郷
を
本
拠
と
し
た
的
田
舘

の
安
積
金
四
郎
、
歌
丸
舘

ａ

髄
ｊ

の
歌
丸
帯
刀
は
峭
宗
方
に
つ
い
て
所

領
の
安
堵
や
加
恩
に
あ
ず
か
っ
て
い

る
。｛
『
伊
遠
瞶
宗
菜
地
ド
偲
録
』
｝

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
、
豊

臣
秀
吉
の
奥
羽
仕
置
に
ょ

り
て
伊
潼

政
宗
は
米
沢
城
よ
り
大
崎
岩
手
山
城

へ
国
替
え
と
な
り
、
伊
達
郡
は
蒲
生

氏
郷
に
与
え
ら
れ
、
文
禄
三
年
（
一

五
九
四
）
七
月
検
地
を
行
い
『
蒲
生

領
高
目
録
』
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
前
田
村
は
九
百
十
一
石
四
斗

の
村
高
と
さ
れ
、
大
新
左
の
給
地
と

さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
慶
畏
三
年

こ

五
九
八
）

越
後
国
春
日
山
城
よ
り
会
津
若
松
城

へ
移
っ
た
上
杉
景
勝
領
と
な
っ
た
。

慶
長
十
年
ぶ
哄
汢
丿
藩
に
ょ

冫

作

成
さ
れ
た
「
色
鑑
」
に
は
舞
ｍ

村
の

記
載
が
あ
り
、
村
高
は
九
百
十
一
石

四
斗
、
戸
歓
三
〇
戸
、
人
口
百
五
十

四
人
と
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
具
体

的
な
村
況
が
判
明
し
て
く
る
。

（
『
国

見

町

史
』

荊

二

呑

）

元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
六
月
。

秋
旧
藩
家
老
晦
津
畋
炊
は
、
幕
府
の

意
向
を
受
け
て
奥
羽
地
方
の
表
と
裏

を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
の
笹
谷
峠

越
え
か
、
標
高
が
高
く
冬
期
間
は
積

雪
が
多
く
交
通
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
変
え
て
小
坂
・

金
山
峠
越
え
の
七
ヶ
宿
街
道
の
整
備

を
企
図
し
、
桑
折
・
閣
・
山
形
間
の

街
道
、
宿
駅
を
六
十
間
の
縄
で
丈
沚

し
た
と
い
わ
れ
る
。
寛
永
元
年
（
一

六
二
四
）
佐
竹
義
宜
が
参
勤
を
柊
え

て
の
帰
国
に
は
小
坂
宿
を
通
っ
た
と

い
わ
れ
、
こ
の
頃
よ
り
出
羽
国
の
諸

大
名
の
参
動
交
代
の
通
路
と
し
て
使

わ
れ
、
小
坂
の
宿
町
も
整
備
さ
れ
て

い
・

た
。
萬
治
二
年

二

六
五
九
）
上

杉
藩
に
よ
っ
て
『
伊
達
郡
西
松
小
坂

村
御
倉
給
人
上
納
帳
』
が
作
成
さ
れ
、

百
姓
数
五
十
七
戸
、
村
名
が
的
田
か

ら
小
坂
と
変
眤
さ
れ
た
こ
と
か
知
ら

れ
る
か
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
資

料
を
欠
き
明
ら
か
で
な
く
、
今
後
の

調
査
検
討
に
待
ち
た
い
。

延
宝
二
年
（
一
六
七
二
）
幕
傾
代

官
国
領
半
兵
衛
は
、
信
達
両
郡
の
総

検
地
を
行
い
『
小
坂
村
検
地
帳
』
を

作
成
、
小
坂
村
の
総
戸
数
七
十
七
戸

中
五
十
七
戸
は
宿
町
住
ま
い
で
あ
り
、

中
世
前
田
郷
時
代
の
散
村
奥
落
か
ら

村
の
中
心
地

が
小
坂
の
宿
町
集
落
へ

と
移
行
し
た
の
が
、
村
名
を
変
更
し

た
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。

国
保
コ
ー
ナ
ー

保
険
証
は

大
切
に
使
い

ま

し

ょ

う

保
険
鉦
は
、
国
保
の
被
保
険
者
で

あ
る
と
い
う
証
明
古
で
す
。
そ
し
て
、

診
療
を
受
け
る
と
き
の
受
診
券
で
も

あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
大
切

に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

☆
記
入
事
項
に
間
違
い
が
な
い
か
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

☆
有
効
期
間
の
切
れ
た
保
険
証
は
使

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

☆
病
院
な
ど
で
の
顏
パ
ス
は
や
め
ま

☆
保
険
証
の
貸
し
借
り
は
や
め
ま
し

☆
保
険
証
を
紛
失
し
た
り
、
陂
っ
た

り
し
た
と
き
は
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

☆

い
っ
で
も
使
え
る
よ
う
に
。
必
ず

手
も
と
に
保
腎
し
ま
し
ょ
う
。

☆
会
社
に
勤
め
た
り
、
や
め
た
り
し

て
健
康
ほ
険
が
変
わ

り
だ
と
き
は
。

そ
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
保
健
法
の

医
療
制
度
と
は

七
十
歳
以
上
（
寝
た
き
り
の
人
は

六
十
五
歳
以
上
）
の
方
が
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
と
き
は
、
老
人
保
健
法

に
よ
る
医
療
制
度
の
も
と
に
医
療
を

う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
と
し
よ
り
か
安
心
し

て
医
療
が
う
け
ら
れ
。
健
康
な
毎
日

を
送
ら
れ
る
よ
う
に
。
医
療
費
の
負

担
を
軽
く
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
て

い
ま
す
。

※
手
続
き

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
役
場
保
健

課
か
ら
通
知
を
出
し
ま
す
の
で
、
保

険
証
、
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
と
き

診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
『
健
康

手
帳
』

『
医
腺
受
給
者
証
』
そ
れ
に

『
保
険
証
』
を
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

※
一
都
負
担
金
に
つ
い
て

病
気

や
ヶ

が
で

お
医
者

さ
ん

に
か

か

る
と

き
は

、
一
つ
の
医

殊
機

関

（
総
合

病
院
な

ど
は
一

つ
の
科

ご
と
）

に
つ

い
て
、
次

の
よ
う
な

一
郎

負
担

金

を
支

払
う
こ

と
に
な
り

ま
す
．

○

通

院
・
：

○
入
院
・：

一
か
月
八
〇
〇
円
を
自
己

負
担
（
各
月
に
お
い
て
初

め
て
受
診
す
る
と
き
に
、

窓
口
に
支
払

い
ま
す
）

一
日
四
〇
〇
円
を
自
己
負

担
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
で
住
民
税
非
課
税
世
帯

は
一
日
三
〇
〇
円
を
二
か

月
間
の
限
度
で
負
担
し
ま

す
）



「
み
ど
り
の
日

」

作
品
募
集

緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
都
市
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
、
毎
年
四
月
か

ら
六
月
ま
で
の
二
か
月
間
を
春
季
に

お
け
る
都
市
緑
化
推
進
迷
動
期
間
と

定
め
ら
れ
、
ま
た
、
四
月
二
十
九
日

は

『
み
ど
り
の
日
』
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

町
で
は
、
生
垣
づ
く
り
、
庭
づ
く

り
、
ベ
ラ
ン
ダ
緑
化
、
事
業
所
緑
化
、

ま
た
は
家
庭
菜
圜
づ
く
り
な
ど
『
み

ど
り
』
に
関
す
る
次
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
作
品

○
図
画
の
郎
一

ハ
ツ
切
以
上

○
写
真
の
部
Ｉ
キ
ャ
ピ
ネ
版

○
作
文
の
部
Ｉ
テ
ー
マ
『
み
ど
り
』

（
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
二
枚
以
内
）

▽
募
集
期
間

四
月
二
十
日
～
六
月
九
日
ま
で

▽
応
募
資
格

国
見
町
内

に
居
住
し
て
い
る
小

学
生
以
上

▽
応
募
要
領

住
所
、
氏
名
、
年
齢
。
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先

国
見
町
役
場
趣
設
課
都
市
整
仰

係
な
お
、
応
募
さ
れ
た
作
品
に
つ
い

て
は
、
六
月
十
五
日
か
ら
六
月
三
十

日
ま
で
、
国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
講

堂
に
展
示
し
ま
す
．

詳
し
く
は
、
建
般
課
都
市
整
備
係

（
魯
八
五
一

ニ

ー

て

内
線
二
四

二
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

～
水
道
使
用
者
の

皆
さ
ん
へ
～

水
道
料
金
を
改
正

国
見
町
水
道
事
築
に
つ
い
て
は
、

昨
年
十
月
一
日
に
二
五
・
二
％
の
値

下
げ
を
実
施
し
ま
し
た
が
．
新
聞
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
で
ご
存
知

の
よ
う
に
．
平
成
元
年
四
月
一
日
か

ら
消
賢
税
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
．

こ
れ
に
よ
り
、
水
道
料
金
も
現
行

の
料
金
に
消
費
税
三
％
を
加
え
た
税

込
料
金
の
改
正
（
円
未
満
切
り
捨
て
）

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
味
方
の
特
段

の
ご
貍
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
．な

お
．
四
月
一
口
適
用
と
な
り
ま

す
か
、
こ
れ
以
前
か
ら
継
続
し
て
供

給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
五
月
検
針

の
水
道
料
金
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
町
役
場
水
道
課
（
Ｓ

八
五
一

ニ

ー
ー
て

内
線
ニ
ニ

ー
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

年
金
を
引
き
続
い
て
受
け
る
た
め

に
は
、
年
一
回
『
受
給
権
者
現
況
届
』

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

今
年
か
ら
障
害
年
金
な
ど
の
短
期

年
金
の
現
況
届
の
提
出
期
限
が
『
誕

生
月
の
末
日
』
に
変
わ
り
ま
し
た
．

こ
れ
は
老
齢
年
金
な
ど
の
畏
期
給
付

に
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
．

提
出
す
る
現
況
届
は
．
誕
生
月
の

月
初
め
頃
に

『
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
』
か
ら
受
給
権
者
に
送
ら
れ
て

き
ま
す
．

年 金 の 種 類 ��現　 行 �改 正 僮

旧

法 �

・老齢年金
・通翼老齢年金 �

誕 生 月
の 末 日 �

誕 生 月

の 末 日

�・陣害年金・母子年金

・遺児年金
・寡艢年金 �

５月31日

新

法 �

・老齢基礎年金 �毳生月の末EI

�・陣書基硬年金・遺族基礎年金

・寡罎年金 �
４月30日

�・老齢福祉年金 � ７月31日

白
動
車
税
は

お
早
め
に

五
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

平
成
元
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

は
。
五
月
三
十
一
日
ま
で
と
な

り
て

い
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど

に
忘
れ
ず
完
納
さ
れ
る
よ
う
お
願

い

し
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
税
を
完
納
し
た
と

き
は
、
納
脱
証
明
書
の
つ
い
た
領
収

証
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。
こ
の
納

脱
趾
明
霄
は
、
班
検
を
受
け
る
時
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
。
紛
失
し
な

い
よ
う
車
検
証
と
い
っ
し
ょ
に
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ご
不
明
の
点
か
あ
り
ま
し

た
ら
、
福
島
県
税
事
務
所
（
福
鳥
市

杉
妻
町
ニ
ー
ド
六
、
雲
ニ

マ

ー
一
一

一
一
内
線
三
四
一
三
～
三
四
二
二
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

作品分集

ふ
く
し
ま
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

県

民
一
人

ひ
と

り
に
自
然

の
芙
し

さ
、

緑
の
大

切
さ

を
再
認

識
し
て

も

ら
う

た
め

、
県
民

が
選
ん

だ

ご
ふ
く

し

ま
緑
の
百

景

’
を
巾

心
に

『
第
四

回

ふ
く
し

ま
緑

の
写
真
コ

ン
々
’
１
ル
』

を
実
施
し

ま
す
．

あ

な
た
の
身

近
か

に
あ
る

『
飢
守

の
森

』
や

『
公
闘
』

な
ど

、
豊
か
な

緑
を

題
材

と
し
た
作

品
を
奮
り
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
．

▽
応
募
要
領

①
応
募

資
格

…
県
内

の
居
住

者
と

し
、
作
品

は
自
作

に

限
り
ま
す

。

（
職
業

写
真
家

は
除
き

ま
す
）

②

作
品
・・
。カ
ラ

ー
プ
リ

ン
ト

四

ツ

切
サ
イ

ズ
の

一
枚
写
真

（
ス
ラ

イ
ド
や
組

み
写

真
は
除

き
ま
す

）

応
募
点

数
に
刷

限
は

あ
り
ま

せ

ん
。

③
応
募
方

法
…
所

定
の

応
募
用
紙

に
住
所

、
氏

名
、
年

齢
、
職

業
、

郵

便
番
号
、

電
話
番

号
、
撮

彫

地
名

を
記
入

、
作

品
の
裏

に
添

付
し

、
〒

剏
福
島
市

中
町

一
八

（
県
林
業
会

館
内

）
県
緑

化
推

進
委

八
会

。
ま

た
は
〒

第
 
-
0

民

報
社
企

画
事
業

局
あ
て

郵
送

か
直

接
持

参
し

て
く

だ
さ

い
。

④

締
め
切
り

…
十
月

三
十

一
日

▽
表
彰特

選
（

―
点
）

金

賞
（
５

点
）

銀
賞
（
６
点
）

銅
賞

（
６
点

）

入
選

（
’Ｊ

点

）

佳
作

（
散
点

）

賞
状
、
盾
、
賞

金
５
万
円

賞
状
、
賞
金
３

万
円

賞
状
、
賞
金
２

万
円

賞
状
、
賞
金
１

万
円

賞
状
、
記
念
品

賞
状
、
記
念
品

な
お
、
詳
し
く
は
民
報
社
企
面
事

業
局
（
雲
一
三

１
四
一
七
一
）
ま
で

お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．



あ
な
た
も

「
ミ

ス
ピ

ー
チ
」
に

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

▽
応
募
資
格

○
身
長
百
五
十
八
一
以
上
で
年
齢

十
八
～
二
十
二
歳
の
未
婚
女
性

（
高
校
生
を
除
く
）

○
県
内
在
住
、
在
学
者
ま
た
は
県

内
出
身
者

○
七
月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で

の
間
継
続
し
．
そ
の
後
も
随
時

く
だ
も
の
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
従
事

で
き
る
人

Ｏ
福
鳥
市
内
に
通
勤
可
能
な
人

▽
募
集
人
員

▽
選
考
期
日

▽
選
考
会
鳩

▽
募
集
締
切

十
名

七
月
二
日
（
日
）

午
後
一
時

柵
鳥
市
霞
町

福
鳥
市
市
民
会
館

六
月
二
十
六
日
（
月
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

福
鳥
市
五
老
内
町
二
一

一

福
鳥
市
役
所
内
『
ミ
ス
ピ
ー
チ
係
』

雲
三
五
１

一
一
一
一
内
碑
三
癶
○

▽
応
募
方
法

官
製
（

ガ
キ
で
お
巾

し
込
み
く
だ
さ
い
．

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
通
信

～
電
波
法
違
反
防
止
句
間
～

六
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
不
法
無

線
局
に
よ
る
竃
波
妨
害
の
根
絶
を
図

る
た
め
『
電
波
法
違
反
防
止
旬
間
』

が
央
施
さ
れ
ま
す
。

電
波
利
明
の
件
及
と
高
度
化
か
進

む
中
で
（

イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
や

不
法
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
ほ
か
、
最
近

で
は
不
法
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
（
不
法

自
動
車
無
線
）
や
不
法

パ
ー
ソ
ナ
ル

無
線
な
ど
、
新
た
な
形
態
の
も
の
か

多
数
川
回
り
、
こ
れ
ら
の
不
法
無
線

勗
に
よ
る
無
線
通
信
へ
の
混
乱
妨
害

な
ど
か
多
発
し
て
お
り
、
国
民
生
活

に
も
支
障
を
及
ぽ
し
て
い
ま
す
’

○
無
線
槻
は
免
肝
を
受
け
て
正
し
く

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
ア
マ
チ
ａ
ア
無
線
機
及
び
パ
ー
ツ

ナ
ル
無
線
随
の
不
法
改
造
は
や
め

電
波
に
よ
る
障
害
な
ど
で
お
悩
み

の
か
た
は
、
東
北
電
気
通
信
監
理
局

電
気
通
信
郎
調
査
課
（
〒
勁
仙
台
市

疔
葉
区
本
町
『
－

ニ
ー
ニ
五
、
Ｓ
Ｏ

二
二
－

ニ
ニ

ー
１
０
六
四
二
』
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
築
く

よ
り
よ
い
環
境

～

環
境
週
間
～

毎

年
六
月

五
日

か
ら
十

一
日
ま

で

の

一
迦
問
は

『
環

境
週
間

』
で
す

。

０
空

き
缶

や
た
ば
こ

の
吸

い
か

ら
の

”
ポ
イ
括

て

”
は

や
め
ま

し

ょ
う
。

○

ゴ
ミ
は
、

ル
ー

ル
を
守

ぶ

鳬
始

末

し

ま
し

ょ
う
。

○
大

の
敵
歩

を
す

る
畤
は

、
飼
主

が

責

任
を
持

。
て
糞

を
始

末
し
ま

し

今
月
の
納
税

五
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
の

月
で
す
。
納
期
限
（
五
月
三
十
一
日
）

ま
で
に
納
入
し
ま
し
ょ
う
。

あ
わ
せ
て
。
自
動
車
税
（
県
税
）、

伊
遣
西
郎
上
地
改
良
区
費
も
納
入
し

戸 籍 の 窓 口
（ ４月 受 付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 町内会

唯( ゆ　 い〉佐久間孝志 源宗山北

景 太(け い た)外崎 賢治 第 十 二

知 彦(ともひこ)佐藤　 孝 前　 田

祥 子(しょうこ)熊坂 古三 宮 町 南

罎( ひ と み)瀬戸 良火 太 田 川

曄( ひ と み)商擒-･ 男　貝　 川

結婚 おめでとうございま す

氏　　 名

武 川 将 十
村nl　広　子

佐久間　　師
雌 谷　允　r-
偉 藤　ｔ　大

谷 沖 忠　r･

町内会
山　 眼

福島111
本　 町

伊達 町
川俣 町

駅　 加

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

八　咎 刪　--　　62　　 駅　 鵲

･占丿 田　ｔ 助　　 匐　　 第　ljq

八 鳥　胖 藏　　 洳　　 滝　ljl

後 ｉ　 十次郎　　70　　 臨　 峨

池 江　　 正　　7･|　　 第　 九

筏 木 長　 ・　　77　　 内 谷 啝

阿 鮖rl　 治　　sn　　 本　 ●I

佐久問 かｰ)み　　73　　 靤i｣:11二

位 商　白二郎　　79　　111 崎小舘

Ｋ:久閧 フ サ　　 翩　　 第 十二こ

Mi叺川 あきい　　 洳　　 鉋　 町

人 口 と 世 帯

５月１日現在(前月比)４月中のうごき

人
　
　

口

5 , ? 4 人(   ー21 )

･女6  , 2 人(?13)

･計11.965 人(  ｰ 34 )

世帯 数2  , 926戸(  十 3 )

転 入21 人

転 出50 人

出　生　６人

死　 亡　11人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相 鮫 室･ 東偶人･|からむ人９下さいj

時 閥 ： ９畤 ～12 睹

こ まったことや、相饋ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。 秘密は絶対 に守ります。

〔相 談 員〕

５月 日 (木） 桜沢　 正・山内 聴子

６月 ５日（月）鈴木　正雄・牧野 容子

６月15 日 (木）斎藤　光夫・集瀬 貞子

５月　皐月（さつき）

胛 日 ( 水 ） 世界ll気通信記念11

18  日 (木 ）国際 善意 デー

釦 日（ 火） ゴ ミゼロの卩

消費者 の日

６月　 水焦月（ みなづき）

１日（ 木）気 象記 念日

４日（ 日）歯 の衛生週 間

７日（水 ）計 量記念 日

10 日（土 ）時の 紀念日



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町公民 館

08 5 ｰ 2 6 ? 6

（有) 4 1 5 6

阿

津
賀
志
学
級
が

開
　
講

平
成
元
年
度
の
阿
津
賀
志
学
級
開

講
式
並
び
に
交
通
安
全
大
学
証
交
付

式
が
、
四
月
二
十
八
日
。
百
六
十
三

名
が
出
席
し
て
、
町
Ｍ
祉
セ
ン
タ
ー

講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

蓬
用
教
育
長
、
山
田
公
民
館
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
新
し
く
学
級
生
に

な
っ
た
三
十
六
名
に
大
学
長
で
あ
る

冨
永
町
長
か
ら
交
通
女
全
大
学
証
が

交
付
さ
れ
、
交
通
規
則
の
遵
守
と
事

故
防
止
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。続

い
て
、
町
長
及
び
関
帆
桑
折
警

察
署
長
か
ら
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
あ

り
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
重
要
性
を

更
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
乍
習
へ

の
参
加
意
欲
を
強
め
ま
し
た
。

今
年
度
の
学
級
生
は
三
百
一
名
で
、

年
間
針
画
と
し
て
見
学
学
習
を
含
め

全
体
学
窗
会
を
十
五
回
、
趣
味
の
グ

ル
ー
プ
学
習
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
園

芸
、
書
道
。
手
芸
、
社
交
ダ
ン
ス
）

が
二
十
七
回
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
講
後
、
第
一
回
の
学
習
と
し
て

て
前
半
田
瞭
芳
小
学
校
長
猪
供
好
己

先
生
か
ら

『
家
庭
教
育
と
祖
父
母
の

役
割
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
有
意
軽
な

話
を
聞
き
、
充
実
感
と
満
足
感
の
う

ち
に
柊
了
す
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
年
間
計
画
に
基
づ
き
学
習

会
を
行
う
わ
け
で
す
か
、
数
多
く
の

出
席
を
お
噸
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
学
級
運
公
委
八

会
の
役
員
は
、
仙
年
度
に
引
き
続
き

次
の
方
々
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
八
長
　

藤
田

勝
術

剛
委
員
長

占
田

が
藏

μ
　
μ
　
　

佐
久
川

い
ち

会
　
計
　

阿
部

重
雄

庶

筋
　

遠
藤
源
五
郎

▲祝辞を述べる富永町長

大
正
琴
ク
ラ
ブ
が

緑
風
園
で
慰
問
演
奏

大
正
琴
ク
ラ
ブ

佐
久
間
イ
ネ
子

琴
の
音
色
で
心
に
や
す
ら
ぎ
を
Ｉ

と
、
私
た
ち
人
正
琴
ク
ラ
ブ
は
。
四

月
卜
二
日
桑
折
町
の
緑
風
園
で
慰
問

演
奏
し
ま
し
た
’

園
庭
に
咲
き
み
だ
れ
る
春
の
花
々

に
迎
え
ら
れ
、
玄
関
に
人

。
た
私
た

ち
ク
ラ
ブ
員
卜
二
名
は
。
廊
下
で

お

会

い
す
る
お
年
寄
り
や
、
職
員
の
皆

さ
ん
の
礼
俄
正
し
く
明
る
い
雰
囲
気

に
感
心
し
ま
し
た
。

演
奏
曲
目
は
、
お
年
寄
り
も
い
っ

し
ょ
に
歌
え
る
よ
う
に
砥
劼
か
ら
歌

謡
曲
ま
で
、
数
多
い
レ
バ
ー
ト
り
Ｉ

か
ら
七
曲
を
選
び
ま
し
た
。
演
奏
か

は
じ
ま
る
と
、
大
正
琴
の
音
色
に
合

わ
せ
て
自
然
と
歌
声
か
起
こ
り
、
そ

れ
が
大
正
琴
に
ぴ
１
た
り
合
う
の
に

は
驚
き
ま
し
た
．

ま
た
、
当
日
友
情
出
演
し
て

い
た

だ
い
た
松
島
会
の
踊
り
と
歌
と
大
正

琴
．
そ
し
て
園
の
皆
さ
ん
の
歌
声
か

一
体
と
な
・
た
黒
田
節
は
す
ば
ら
し

く
、
大
き
な
拍
手
か
起
こ
っ
た
時
は
．

胸
に
『
ジ
ン
』
と
く
る
も
の
か
あ
り

ま
し
た
．

お
年
寄
り
た
ち
は
満
足
感
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
よ
う
に
ど
の
頡
も
笑
顏
が

い
っ
ば
い
で
、
私
た
ち
も
慰
問
に
き

て
本
当
に
よ
か
り
た
な
あ
と
感
じ
．

玄
関
ま
で
の
見
送
り
を
受
け
、
再
演

の
約
束
を
し
ま
し
た
．
大
正
琴
を
愛

好
す
る
私
た
ち
は
、
こ
れ
を
機
会
に

よ
り
多
く
の
人
に
聞
い
て
い
た
だ
こ

う
と
思
い
ま
し
た
．

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

お
知
ら
せ

◆
硬
式
テ
ニ
ス

○
対
象

者

○
期
　

日

○
会

場

○
定

ほ

Ｑ
、講
　

師

・リ
時

叫

○
内
　
容

一
般
ｌ
な

‰
・
％

・
％
・
％

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

3
0名

福
島
県
テ
ニ
ス
協
会

元
国
休
遘
ｆ

菅
野

黍
信
氏

午
加
９
吟
～
い
‥
時

だ
れ
で
も
気
軽
に
は
匕

め
る
二
と
が
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
。
仲
間
を
つ

く
り
、
ル
ー
ル
や
練
習

方
法
を
身
に
つ
け
、
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ

○
受
講
料

千
円
（
当
日
納
め
て
く

だ
さ
い
）

○
申
込
み
先

５
月
2
3卩
ま
で
公
民

館
へ

▲見事な音色を披露

～ 参 加 者 募 集 ～

ふれあいと出 会いの旅 町民登山
期　　日

集合鳩所
コ ー ス
参 加 費

畧集人員
申込み先
締 切 日
持 ち 物

6Jj･111 111） 〔甫人の場合6 jllll･1 （11）〕
公民郎餉（午前６時45分）
yl’域藏Ｔヽ･ヽ （縦走）～～山形蔵王
人人3 ､ 貰 円ー　中学生2. 円　 小令生l,５００円
り|ヽ？３年生以ドは保縵古1･il伴）

jlo名　※定口になり次第締め切ります
公民郎へ（竃話でのqj込み可四８５－２６７６）
５月３０ｕ（火） 午後５時まで
弁当一腿食分．服装一軽装な物.i剥μ、七一ター、
靴一歩きやすいなれたもの



マナーを守り

スポーツを楽しみましょう

平成元年度　 事　 業　 計　画 （スポーツ大会など）

月�日 � 大　　　　　　 会　　　　　　 名 � 内　　　　　　　 容 � 対　 象　 書 � 会　　　　 場

５�21�県民スポーツ大会町予選会（壮年ソフト） �トーナメント戦 �40歳以上男子 �連動場

６�４ �町民登山 �登山 �一般男女 �山形蔵王

６�11�県民スポーツ大余町予選会（卓球） �団体・トーナメント戟 �一般男女 �体育館

６ �11�県民スポーツ大会町予選会（バドミントン） �団体･ トーナメント暇 �一般男女 �体育館

６ �25�県民スポーツ大会町予選会(家庭バレーポール) �トーナメント戦 �30歳以上女子 �体育館

６ �25�県民スポーツ大会町予選会（軟式庭球） �団体･ トーナメント戦 �一般男女 �テニスコート

７�９ �伊達スポーツ大会町予選会（ソフト） �トーナメント戟 �一般男子 �連動場

７ �23�県民スポーツ大会（県北大会） �トーナメント戦 �各代表チーム �福鳥市

７ �30�第10回少年ソフトボール大会 �トーナメント職 �各小学校高学年 �運動婦

８ �６ �伊達スポーツ大会町予選会（バドミントン） �団体･ トーナメント戟 �一般男女 �体青館

８ �６ �伊達スポーツ大会町予選会（ テニス） �団体・トーナメント戦 �一般男女 �テニスコート

８ �13�伊達スポーツ大会町予選会（卓球） �団体・トーナメント喊 �一般男女 �体宵館

８ �13�伊達スポーツ大会町予選会（軟式庭球） �団体･ トーナメント戦 �一般男女 �テニスコート

８ �13�第６回スポ少ソフトボール大会 �トーナメント戦 �小学生 �運動場

８ �27�伊達スポーツ大会町予選会（剣道） �団体･ トーナメント戦 �一般男子 �体育館

８ �27�伊達スポーツ大会●r予選会（バレーポール） �トーナメント戦 �一般男女 �体育館

９ �１ �第８回町長抔争奪ソフトボール大会 �トーナメント戦（ナイター） �一般男女 �県北中グラウンド

９ �３ �伊達スポーツ大会（テニス） �団体・トーナメント職 �一般男女 �テニスコート

９ �29�第７回町長抔争奪ゲートボール大会 �予選リーグ載 �

愛好者 �福祉センター前広増９ �30�第７回町長抔争奪ゲートボール大会 �決勝トーナメント戦

10 �８ �高齢者・婦人運動灸 �10種月程度 �鳥齢者･ 婦人 �福祉センター前広場

10 �29�第24回国兄町・桑折町少年剣道大会 �団体・個人職のトーナメント �両町小中掌生 �体育館

11 �12�第13回町内一周駅伝競走大会 �10区間リレー �中.職城.一敗男女 �町 内

12 �３ �第８回伊達耶内一周駅伝競走大会 �12区間リレー �各町代表チーム �伊達管内

１ �28�親子スキー教室 �スキー教室 �親 子 �塩沢スキー場

２ �４ �第５回国兇町綱引き大会 �予選リーグ載 �一般男女 �体宵館

２ �18�町民スキー教室 �スキー教窒 �一般男女 �天元台スキー場

２ �25�第５回伊達郡綱引き大会 �トーナメント戦 �各町代表チーム �伊達管内

３ �25�第７回町長杯家庭バレーポール大会 �トーナメント戦 �婦人 �体育館
＊11 月Z6 日（県縦断 駅伝大会）

平成元年度　 事　 業　 計　画 （スポーツ教室・講習会）

月 � 事　　 桑　　 名 � 内　　　　　 容 �対　　　　 象　　　　 者 �会　　　　　　　　 場

５ �ゴルフ教室 �基本から応用 �愛好者 �白鳥カントリークラブ

６ �硬式テニス敏室 �基本から応用 �嚢好者 �テニスコート

６ �町民登山 �自然に親しむ �愛好者 �山形蔵王

７ �水泳教室 �水に親しむ �婦人･ 観と子 �町民プール

10 �ジョギング教室 �ジョギング �小・中学生・一般男女 �ジョギングコース
ｎ �ボーリング教室 �基本から応用 �婦人・高齢者 �からしまボール

１ �親子スキー教室 �基本から応用 �小4 年以上 �塩沢スキー場

２ �町民スキー教室 �基本から応用 �一般男女 �天元台スキー場



農
業
市

に
ぎ
わ
う

五
月
哨
れ
の
好
天
に
忠
ま
れ
た
五

月
五
日
、
恒
例
の
『
農
業
市
』
が
観

月
台
公
園
で
開
か
れ
、
町
内
外
の
農

家
の
人
や
．
子
ど
も
連
れ
の
人
た
ち

な
ど
、
多
く
の
人
出
で
終
日
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
．

公
園
の
沼
の
周
囲
一
面
に
所
狭
し

と
並
ん
だ
屋
台
に
は
、
草
花
や
苗
木
、

青
果
物
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
金
魚
す
く
い
や
お
も
ち
ゃ
屋
な
ど

か
並
び
．
實
い
求
め
る
客
が
切
れ
Ｈ

な
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

奥
州
合
戦
を

特
人
壁
画
に

奥

州
合
戦

八
百
周

年
を

迎
え

た
今

年
、

町
内

に
合
職

の
模
様
を

再
現

し

た

ジ

ャ
ン
ボ
壁
画

か
お
目
見

え
し

ま

し

た
。
県
北

中
学

校
の
笑

術
の
得
意

な

生
徒

十
人
か
、

柵
島
信
用

金
庫

国

見
支

店
駐

家
場

壁
に
製
作

し

た
も
の

で

、
四
月

五
日

に
完
成

。

峨
画
作

り
は

柵
島
信
川

金
庫
国

見

支
店

が
「
奥
州
合

戦
八
百

年

ブ
ー

ム

盛

り
上

げ
の
ひ

と
っ
に

な
れ

ば
」
と

考
え
、

県
北
中

に
協
力

を
依
頼

し

。

下

絵
作

り
か

ら
約
一
か

月
か

か
り
で

製

作
し

た
も

の
で
す

。

曜
画

は
高

さ

】
・
六
ｍ

、

長
さ
は

両

側
合

わ
せ
て

約

。。。十
ｍ

、

生
徙

た

ち
は

何
種
頬
も

の
水
性

ペ
イ

ン
ト
を

使
い
、
守
る
奥
州
藤
原
軍
、
攻
め
る

源
頼
朝
軍
を
見
事
に
表
現
。
そ
の
迫

力
い
う
ぱ
い
の
壁
画
に
、
同
支
店
を

訪
れ
る
人
や
道
行
く
人
々
は
。
立
ち

止
ま
っ
て
熱
心
に
見
入
『

て
い
ま
す
。

Ａ腫天に恵まれた農業市

▲最伎の仕上げに張り切る県中生

▲国見町工業クラブ詮立総会

国
見
町
工

業
ク
ラ
ブ

を
設
立

年
贋
末
の
去
る
三
月
ニ
ト

ー
卩
、

国
見
町
に
立
地
す
る
企
業
有
志
の
か

た
が
た
か
、
地
城
産
業
の
振
興
と
企

業
間
の
発
展
を
図
る
た
め
の
組
織
づ

く
り
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
準
愉
を

進
め
て
い
ま
し
た
連
絡
調
整
機
関
の

設
立
総
会
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
満
場
一
致
で
名
称
を
「
国
見

町
工
業
ク
ラ
ブ
」
に
決
定
、
初
代
会

艮
に
廣
木
孝
安
さ
ん
を
選
出
し
兇
足

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
企
案
間
の
連
絡
を
密
に

し
て
、
企
業
の
発
展
を
日
ざ
す
と
と

も
に
、
地
城
産
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も
の

で
、
会
貝
は
町
内
所
在
の
製
造
を
営

む
企
藁
で
結
成
さ
れ
、
今
後
、
そ
の

目
的
達
成
の
た
め
に
各
種
活
動
が
計

画
さ
れ
て
お
り
。
一
層
の
町
内
企
業

間
の
情
報
交
換
と
連
絡
鯛
整
機
関
と

し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

設
立
総
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

敬

称

略

）

会
　

・長

廣

木
孝

安
｛
国

見
電
子
ＥＭ
｝

副
会

長

菊

地
淳

智

（
‥Ｍ
国

見
精

機
）

副
会

長

荒

木
輝

征

（
‥Ｍ
睦
商
会

）

理

事
　

平
に

（
国

見
タ
イ

ツ
Ｕ
）

理

事

東
海
林
一
樹
（
マ
ル
ト
メ

リ
ヤ
ス
膏
）

監

事

渡
辺
寛
（
‥ａ
福
梁
製
作
所
）

監

事

彦
坂
勝
利
（
国
見
製
典
戝
）

オ
ー
プ
ン

白

鳥

カ

ン
ト
リ

ー

ク
ラ

ブ

飯
坂
温

泉
コ

ー
ス

東
北
朷
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
（
煢
ホ

ー
ル
）
を
備
え
た
自
鳥
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
飯
坂
温
泉
コ
ー
ス
か
、
川
月

．一
十
六
日
オ
ー
ブ
ン
し
ま
し
た
．

こ
れ
は
、
町
か
企
業
誘
致
の
一
環

と
し
て
進
め
て
き
た
も
の
で
、
コ
ー

ス
は
ト
ベ
ホ
ー
ル
、
ま
た
、
宿
泊
施

及
や
レ
又
ト
ラ
ン
も
完
備
き
れ
、
今

後
県
内
外
の
多
く
の
ブ
レ
イ
ヤ
ー
で

に
ぎ
わ
い
そ
う
で
す
．

オ
ー
プ
ン
初
日
は
、
多
く
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
訪
れ
、
ま
ば
ゆ
い
新
緑
の

中
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
。た
芝
の
上

で
。
思
い
っ
き
り
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で

い
ま
し
た
。

Ａ新緑の中プレーを楽しむゴルファー

編
集
日
記

○
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
″’
も
過
ぎ
。

い
よ

い
よ
新
緑
の
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。
野
山
の
新
緑
し
一
段
と
濃
さ
を

川
し
、
初
夏
の
味
党

”
初
ガ
ツ
オ
”

の
水
揚
げ
も
槻
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
六
月
五
日
か
ら
環
境
週
間
が
始
ま

り
ま
す
。
先
日
、
ち
ょ

。
と
ド
ラ
イ

ブ
に
出
か
け
た
折
、
道
路
沿
い
や
行

楽
地
で
日
に
っ

い
た
の
か
空
き
缶
や

ご
み
の
山
。
令
国
で
一
日
に
出
る
ご

み
の
阯
は
約
ト

ー
。万
ト
ン
。
冊
掃
巾

十
万
台
分
の
甌
と
か
。
一
人
一
人
か

気
を
つ
け
て
き
れ
い
な
町
づ
く
り
を

日
ざ
し
た
い
む
の
で
す
。
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